私 は 日本の 民俗の 上から お 話 を 申し上げ たいと 思 つ て 

ゐ ます。 譬 へば、 貴女 方が 花 をお 活けになる、 さう し 

た 我々 に 芸術的 感銘 をお 与へ になら うとす る 花よりも、 

もっとう ぶな 花、 宗教 的な 花の 話 をして みたい と 思 ひ 

ま ^9 

八月の 月見、 日本で は 月見が 存外 新しい ことの やうに 

思って いらっしゃる かも 知れません が、 世の中の 習慣 

は 印象の 深い もの だから、 月見が 来る と 花 をお 供へ に 

なる でせ う。 何故 月見に 花 を 供へ るか。 この 花と 立 

花 • 生花と、 何 か 関係が あるので はない かとお 思 ひに 

なった ことはありません か。 



そして 月見の 行事の 心の底に は、 昔から 伝って ゐ るお 

月 様 を 神様と 感じる 心が 残って ゐる。 さう いふ 風に 昔 

の 人が、 月夜 見 命な どゝ いふ 神 典の 上の 神の 感じと は 

別に、 月の 神 を 感じて 居り、 その 月の 神に 花 を さし あ 

げる のが、 月見と いふので す。 月見 はお 月さん のまつ 

りの ことです。 その 花 を どうす るかと いひます と、 あ 

れは 今日 西洋式の 宴会 を 開きます と、 色々 な 花 を 飾る _ 

さう いふ 風に、 日本で も 昔から 花 を 飾って ゐ ます。 そ 

の 証拠に は 婚礼の 時、 以前に は 何処でも 行った ことで 

すが、 今 は 特に 古風な 婚礼の 場合に しか 見かけな くな 

りました。 座敷に 島台 を 飾って おきます。 高 砂の 尉と 



つて ゐ たので せう。 神が 天から降りて 来られる 時、 村 

里に は 如何にも 目につく 様に 花が たてられて 居り、 そ 

こ を 目 じる しとして 降りて 来られる のです。 だから、 

昔の 人 は、 めいくの 信仰で 自分々々 の 家へ 神が 来ら 

れる ものと 信じて、 目につく やうに 花 を 飾る 訣 なので 

す。 併し、 神に よって 供へ る 花が 変り ます。 花の ない 

常 磐 木の 枝 や、 薄の 穂な ども、 目につく やうに 立て ま 

す。 場所に よると 人間の 姿 をした もの をた てなければ 

なら なくなった 処 もあります。 唐子 や 仙人、 又は、 獅 

子 や； S 犬の 像 をた てると いふ 風に 変って きます。 お 月 

さんの 時 は 昔から きまって 芒 をた てる。 大体 芒 だけで 



神さん が 空から 来られる まつりが、 あらゆる まつりに 

ある。 まつりに 招かれる 月の 神が、 芒 を 飾った —— 又 

古く は 芒と 銀 月と を 飾った 島台 を 目 当に 里の 家に 来ら 

れる訣 でした。 ほかの まつりの 時 も 見て おいで、 V せう 

が —— 、 まつりの 時 大きな 幟が 立ち、 又、 盆の 時 高 灯 

シャゥ リャゥ 

籠 をた てます。 盆の 灯籠 は 今でも 祖先の 聖 霊が、 そ 

れを目 当に 自分の 家に 還って 来られる。 それ を 待ち 迎 

え て 祀る の だと 言 ふ 風習の 意義 を、 昔 の 人 は 薄 々 なが 

ら 知って ゐ たのです。 これ は 日本の 古代の ま、 の 信仰 

です。 盆 棚な ども さう で、 御 聖霊が 間違 へられる とい 

けない から 別に 仏壇から 離して おくのです。 これ は 島 



台の 上に 銀 月 や 人形 を 飾る のと 同じ ことです。 盆 棚に 

は、 茄子. 胡瓜の 類で こさへ た 馬が おいて あるで せう。 

その他、 おまつりの 時の 幟. 旗が さう です。 あの 場合、 

その 先に 木の葉 (杉の 葉. 榊の 葉) がつ いて ゐ ます。 

ついて ゐ ない 場合 もあります が、 そんな 風に 変化した 

のです。 これが ついて ゐ るの は、 神の 目 じる しとして 

葉が ついて ゐる訣 なのです。 これ を 目処に 四月の 釈迦 

誕生 会 (やう かび —— 八日 日) に は、 つ、 じの 花 をつ 

けます。 神が 招かれて やって来られる とみて ゐ るので 

す。 神 を 誘 ふ 為で、 譬 へば 雷 除け の 避雷針と 同じ 事に 

なる ので、 譬喩と して は を かしい 話です が、 精神 は 同 



じで せう。 日本人 は 植物の 枝 二 化. 葉に よって 神を迎 

へ、 宴会の 庭から 座敷へ 誘った のです。 そのず つと 古 

い 例 を 一 つ 引いて みょうと 思 ひます。 今の 天子が 即位 

なされた 時に、 大甞 祭が 行 はれました。 これ は 年々 の 

新甞 祭と 同じ 事で、 その 御代の 一 番 初めの 新甞 祭の 事 

を大甞 祭と いひます。 この 時に 種々 厳粛な 儀式が 行 は 

れ ましたが、 その 一 つに かう いふ 事が 昔 はありました。 

へゥ ャマ 

「標の 山」 とい ふ ものな のです。 昔 は 日本 訓 みに 訓ん 

だで せう が、 平安朝 時代に はかう 音読して ゐ ます。 古 

シメャ マ 

くは標 山と 言って ゐ たもので せう。 近代になる とこれ 

を 出さない ことにな つたので すが —— 。 大甞 祭の 時に 



方が、 花が 生きて くるので はない かと 思います。 

ところが、 今迄の 話と は 別に、 我々 はいつ も 花に 対し 

て (花の すきで ない 人 は 居ないで せう が) 無 貪 著な 人 

の 語 —— 不自然な 花 をつ くり 出す とい ふ 非難 —— にも、 

耳 を 傾けなければ いけません。 花 を 我々 の 好みの 対象 

として 扱 ふ 場合、 十分 技術 を 人工的に 加 へても よいと 

思 ひます が、 飽 いたり 嫌になる といった 飽満 感を 与へ 

過ぎる の はいけ ません。 あまり 飽満に 過ぎ、 崩れ か、 

つて ゐ るの は、 ある 点から はよ いやう だが、 やはりよ 

くない ことです。 その 花の よさと いふ こと を、 どこに 

標準 をお いたらよ いか は、 我々 素人の 言 ふ 事で はあり 



れば、 簡素に 自然界 を 代表した もの を 作る の だと、 ま 

づ此 頃の 人なら 考 へる でせ うね。 花の 表す もの は 自然 

界 のとり まいて ゐる もの を 表すので、 種々 な 自然の 組 

合せが 出来 てゐ るの が 本道の 姿 だとい ふ 言 ひ 方が 、 此 

頃の 花に 対して 持って ゐる考 へ の 落ち着く ところ だと 

思 ひます。 素人の 我々 の 考へは 間違って ゐる かも 知れ 

ません。 かう 言 ふ 風に 花の 道の 人の 心 を 推察す るの は 

わるいで せう か。 

ところが、 私 はまう 少し ほかの 事を考 へて 居ります。 

歌 や 俳句の 上で は、 それと 違 ふ 事が あります。 正 岡 子 

規と いふ 人が あって、 俳句. 短歌の 上で 大きな 為 事 を 



想の 範囲に おいて、 延長な り、 内容 化して 行き、 藤の 

花 だけ、 鶏頭 だけ を 詠んだ ので はない > J と を 感じさせ 

ると いふ 人が 多い が、 私 は 恐らく さう ではない と 思 ひ 

ます。 此句 は、 藤の 花と 鶏頭 以外の 何も 言って ゐ ない、 

そこに 句の 面白さが あるので す。 

又、 芭蕉の 句に 次の やうな ものが あります。 

蟹が 家 は 小 蝦に まじる 蟋蟀 かな 

芭蕉 も 自慢して ゐた 句で 「蟹の 家に 宿って ゐ ると 蟋蟀 

が 鳴いて ゐる。 そこに 小 蝦が 干し ひろげて ある。 その 



中で 鳴いて ゐる 蟋蟀、 その 蟹の 家 ご とい ふだけ の 事で、 

それに、 「秋の 日が 照って ゐる」 とか、 「秋の 淋し さが 

そく/^ と 身に 沁みて 来る ご とい ふ 風に つけ 加へ て 

説く ことがあったら、 私 は 其 はさう ではない と 言 ふで 

せう。 

梅 若菜 鞠 子の 宿のと ろゝ汁 

これ も、 「梅 や 若菜の 時分に、 東海道 を 旅して 鞠 子の 宿 

でと ろ、 汁 を 吸って ゐるご とい ふので、 梅と 若菜と、 

とろ、 汁の た、 V 三つの ある だけの 小さな 天地な のです。 



その他 何も いらない。 これにつ け 加へ て 説かう とする 

の は 間違 ひで ある。 

私 はちょう ど Y J の 精神 —— 外に 何物 を も 容れな い 小 世 

界、 純粋な 世界、 さう 言 ふ 小 世界の 存在 を考 へる 所に、 

日本の 芸術の 異色が ある —— が、 花の 場合で も 同じで 

はない かと 思 ひます。 広い 世界 を 暗示す る考へ 方で は 

なく、 与 へられた 材料 だけで それ 以外に 拡ら ず、 それ 

で 満ち/^ た ごく 簡素な 世界 を 形作って ゐる、 そこに 

さびが あるので す。 私 はさび を さう した 極 平凡な 考へ 

方で 考 へて ゐ ます。 そして さび は 今後 我々 の 心の 一 つ 

の剌戟 なのです が、 併し、 常に さびた 花ば かり 考 へて 



底本 ： 「日本の 名 随筆 s 月」 作品 社 

1987 (昭和 S) 年 8 月お 日 第 ー 刷 発行 

1999 (平成：：：) 年 4 月^日 第^ 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「折 口 信 夫 全集 第 十七 巻」 中央 公論 社 

1967 (昭和^) 年 3 月 初版 発行 

※底本で、 「言 まひ せんが、」 となって いたと ころ は、 

底本の 親 本 を 参照して、 「言 ひません が、」 に 改め まし 

た。 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 

2 003 年に 月^日 作戎 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



